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鞘形類の話 ・鞘形類とは

読まなイカ

　イカやタコを含むグループの鞘形（しょうけい）類（＝鞘形亜綱）の一部の種類は、その

進化の過程で殻が退化し痕跡的になるものや、殻を持たなくなるものも知られていますが、

鞘形類は基本的にからだ（軟体部）の内部に殻を持っています。身近な鞘形類として思い浮

かぶタコやツツイカ目のイカは、殻が退化したグループにあたります。

　軟体動物頭足（とうそく）綱には大きく 3つのグループがあります。そのうち 2つのグルー

プであるオウムガイ亜綱とアンモナイト亜綱（中生代白亜紀末に絶滅）は軟体部の外側に殻

を持つ外殻（がいかく）性の生き物です。鞘形亜綱は外殻性のバクトリテス（アンモナイト

のもっとも祖先的なグループ、外殻は棒状）から派生したバクトリテスの子孫であると考え

られています。オウムガイ亜綱とアンモナイト亜綱の殻内部は隔壁で仕切られ、その内部に

ガスを有することによって、浮力を得ていると考えられています。鞘形亜綱は、進化の過程

でこの殻を軟体部の内部に持つようになったと考えられています。内殻（ないかく）を失う

ように進化した一部の種類を除いて、鞘形類はアンモナイトやオウムガイと同様の隔壁を有

する殻を持っています。
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頭足類の系統関係
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　身近な鞘形類で見られる内殻を紹介します。スルメイカは、隔壁をふくむ殻の石灰質の部

分が進化の過程でなくなっていますが、有機質の“殻（に相当する一部）”が軟体部の内部

に残されています。外套膜（いわゆる胴体）の中にある棒状で透明でやや硬いものがそれに

あたり、これは軟甲と呼ばれています。コウイカにはサーフボード状の内殻があります。コ

ウイカは北海道周辺には生息していませんが、その内殻が日本海側の海岸に漂着することが

あります。コウイカの殻は特殊な形をしていて、多くの頭足類のものとはかなり異なった形

をしていますが、隔壁を有する点などが共通しています。

　鞘形類の化石は、少数ですが穂別でも産出しています。この化石をはじめとして、北海道

から産した化石を用いた研究がさかんに行われています。ホッピーだよりでは、数回にわたっ

て、鞘形類の説明を行っていきます。

現生オウムガイ（左）と

アンモナイト化石（右）の殻内部。

殻の内部に隔壁がある。

現生スルメイカの軟甲

石灰質の部分・隔壁はない

現生コウイカの殻（甲）

殻の内部に隔壁がある

（隔壁間に支持構造がある

点で、他のものとは異なる）。

写真下の矢印はすべて隔壁で、

隔壁間の間隔はとても狭い。

開館時間　9：30~17：00（最終入館 16：30）

入館料　個人 / 小 ~ 高校生：100 円　

  　大人 300 円

　　　　団体 / 小 ~ 高校生：50 円　

  　大人 200 円

※団体は 10 人以上　※小学生未満は無料
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営業していませんのでご注意ください。
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（学芸員　西村智弘）


